
光触媒分解は、物質を分解してしまう現象です。「光触媒とは」で紹介した光合成反応や、有機物を二
酸化炭素と水に分解する燃焼反応なども分解現象にあたります。
酸化チタンが380nm以下の波長の紫外線を吸収すると光触媒反応が起こります。この反応は3万℃
以上の炎の燃焼反応と相当する分解の力がありますが、光触媒反応では燃焼反応のように温度が
上昇することはありません。室温の状態で反応が進むため、安全です。
また、燃焼反応では、一度火がつくと物質がなくなるまで燃え続けますが、光触媒反応では、当たった
光の量の分だけ反応が起こります。

光触媒によるセルフクリーニング効果はこの分解作用によって汚れが分解されることで起こります。
また、抗菌・脱臭などの効果も、この作用にあたります。分解できるものは実に幅広く、ウイルスや大
腸菌からタバコのヤニまで、さまざまなものを分解できることが分かっています。

光触媒で分解・酸化できる室内の有毒・悪臭ガス

● アセトアルデヒド ● ホルムアルデヒド ● キシレン ● トルエン
● スチレン ● 硫化水素 ● メチルメルカプタン
● 硫化メチル ● トリメチルアミン ● イソ吉草酸
● アンモニア ● 窒素酸化物 ● 硫黄酸化物
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